
公募によるプロポーザルを実施しました

▲市公式ウェブ
サイト　　　 ▲公募によるプロポーザルの最優秀者の提案内容

旧陸上競技場敷地に

　市の各部署が連携し、新庁舎の建設
だけではなく、幌別地区のまちづくり
を一体的に推進するため、本庁舎整備
推進室を設置しました。
　同推進室は、新庁舎に配置する機能
の検討や庁舎移転後の現庁舎敷地の利
活用の調査・検討などについて取り組
んでいます。

問い合わせ　本庁舎整備推進グループ（☎57１０９８）

新しい本庁舎の建設に関わる

新しい市役所本庁舎を建設します

新しい市役所本庁舎の概要 これまでの経過と今後の予定

コンセプト

４つの基本方針

本庁舎整備推進室を設置しました
　本庁舎建設基本設計・実施設計等業務の
受注候補者を選定するため、公募によるプ
ロポーザルを実施しました。
　６月５日には市民会館で技術提案者６者による公開プレゼンテーションとヒ
アリングを行い、『本庁舎建設基本設計・実施設計等業務プロポーザル選定委
員会』の審査により、最優秀者と優秀者をそれぞれ１者選定しました。
最優秀者（受注候補者）株式会社アトリエブンク
優 秀 者（次点者）　　株式会社久米設計札幌支社

建設場所
敷地面積
延床面積
主な機能

登別市千歳町３丁目１ー５（旧陸上競技場敷地）
33,214.13平方メートル
おおむね7,600平方メートル程度

総事業費 約53～62億円（うち建築工事費約38～42億円）

市民の安全安心を守り、市民が集い、
協働のための庁舎

市民の
安全安心を
支える庁舎

1
市民が集い、
活用できる
憩いの場と
なる庁舎

2
誰もが利用し
やすく、人や
環境にやさし
い庁舎

3
使いやすく　
効率的な庁舎

4

○ユニバーサルデザイン
○ワンストップサービス窓口　○議会機能
○市民が集い、活用できる場　○防災機能
○総合的な子育て支援機能　　○環境に配慮した庁舎
○分散化する部署の集約化　　○周辺環境との調和 など

※財源には、緊急防災・減災事業債、庁舎整備基金、地域脱炭素移行
　・再エネ推進交付金などの各種補助制度を活用します。

・地区懇談会にて情報提供
・市内関係団体への情報提供

・市民説明会（市内４カ所）
・『登別市本庁舎建設基本構想』策定

・地区懇談会にて情報提供
・『登別市本庁舎建設基本計画』策定

・国が新たな津波浸水想定を発表

・建設予定地を現在地から幌別地区の
　高台、旧陸上競技場に変更
・市内関係団体への情報提供および意　
　見交換会
・地区懇談会にて情報提供
・『登別市本庁舎建設基本構想（改訂版）』
　策定
・『登別市本庁舎建設基本計画（改訂版）』
　策定

・基本設計
・実施設計

・建設工事
・外構工事

・供用開始

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和３年度

令和２年度

令和４～
令和５年度

令和６～
令和８年度

令和８年度

トピックストピックス

　現在の市役所本庁舎は、昭和36年の建設以降、行政サービスや住民ニーズの多様化、事務量の増加などに対応する
ため増改築を行ってまいりましたが、経年による老朽化が進むとともに、耐震性を十分に確保できていないなど、多
くの課題を抱えています。
　市は、市民の安全安心な暮らしを守り、市民生活を支え、行政活動を将来に渡り持続的に展開していくためには、
市民に親しまれ、防災の要ともなる本庁舎を迅速に整備しなければならないとの認識の下、平成29年度から新たな本
庁舎の整備に向けた取り組みを進めています。
　新しい市役所本庁舎のコンセプト『市民の安全安心を守り、市民が集い、協働のための庁舎』と４つの基本方針の
実現に向けて、市民の皆さんからご意見などを
いただきながら、令和８年度の供
用開始を目指します。
　進捗の状況や今後の取り組みな
どは、これからも市公式ウェブサ
イトや広報のぼりべつなどで、随
時お知らせします。

６新しい市役所本庁舎を建設します 2022.７月号7 東　奔　西　走 2022.７月号

▲脱炭素社会に向けた講演の様子
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ボ
ン
マ
ル
シ
ェ

持
続
可
能
な
社
会
へ
6
11

　
６
月
11
日
、
市
民
会
館
で
『
登
別
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
マ
ル
シ
ェ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
市
と
市
内
企
業
３
社
が
脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
講
演
。
『
小
水
力
発
電
』『
太
陽
光
発
電
』

『
廃
熱
融
雪
』
な
ど
各
社
の
持
ち
味
を
生
か
し

た
取
り
組
み
に
、
参
加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
環
境
負
荷
の
低
減
に
効

果
が
あ
り
、
日
常
生
活
や
事
業
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
最
先
端
技
術
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
示
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
足
を
止
め
て

い
ま
し
た
。

こ
　
だ
ま
　
ゆ
　
づ
き

多
様
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
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６
月
７
日
、
市
役
所
で
『
市
長
室
フ
リ
ー
タ

イ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
市

民
が
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
に
つ
い
て
市
長
と
直

接
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
今
回
参
加
し
た
小
玉
優
月
さ
ん
は
、
登
別
を

多
様
性
の
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
、
地
域
活
性

化
と
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
、
市
長
と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
小
玉
さ
ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
物
事
を
見
る
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

▲市長と意見を交換する小玉さん

5
17

▲推挙状と名誉市民章を受け取った上野さん
　（左から３人目）

上野 晃さん
４人目の名誉市民に

　
５
月
17
日
、
登
別
市
で
４
人
目
の
名
誉
市
民
と
な
っ
た
上
野
晃
さ
ん
に

市
長
か
ら
推
挙
状
と
名
誉
市
民
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
誉
市
民
の
制
度
は
、
市
勢
の
発
展
ま
た
は
社
会
文
化
の
興
隆
に
著
し

い
功
績
が
あ
っ
た
方
に
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
り
、
そ
の
功
績
と
栄
誉

を
長
く
た
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
52
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
野
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
８
月
に
初
当
選
し
て
以
来
、
５
期
20
年
に
渡

り
、
登
別
市
長
と
し
て
市
政
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
提
言
や
意
見
を
基
に
市
政
運
営
の
最
高
規

範
と
し
て
『
登
別
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
』
を
制
定
す
る
な
ど
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
く
『
市
民
自
治
推
進
委
員

会
』
は
、
現
在
も
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
議
論
す
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
上
野
さ
ん
は
、
令
和
元
年
度
に
名
誉
市
民
に
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
称
号
の
授
与
が
延

期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
市
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
名
誉
市
民
章
が
手
渡
さ
れ

る
と
、
上
野
さ
ん
は
「
大
変
光
栄
で
す
。
恐
縮
し
ち
ゃ
う
な
」
と
、
市
民

や
職
員
に
長
年
愛
さ
れ
て
き
た
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

▲名誉市民となった上野さん

うえ　　　の　　　 あきら


